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1 はじめに
レビューは，実際の体験から得たユーザの率直な意
見を含んでいるため，閲覧時の有用な情報になり得る
として注目されている．しかし，膨大なレビューの閲覧
負担が問題視されており，閲覧負担の軽減に有効な手
段の一つである，評価観点に基づいたレビューの提示
が求められている．評価観点とは表 1に示した例のよ
うに，評価が述べられている観点を指し，評価の対象
を明示している具体的な単語を評価対象語という．こ
のような背景から，閲覧負担軽減を目的とし，レビュー
から評価観点を抽出する研究が数多く行われている．
近年の評価観点抽出手法では，ルールベース・教師
あり手法のデータ整備コストを減らすため，教師なし
手法が提案されている [1]．この手法では，オートエン
コーダにより評価観点の分散表現を学習し，学習した
評価観点ベクトルの近傍に位置する単語を評価対象語
として抽出することで，評価観点を表現する集合を作
成する．次に，得られた集合から評価観点名を付与す
るために，集合の意味解釈を行う．しかし，評価対象
語集合を人手で意味解釈し，評価観点となる名称を付
与する必要があり，依然として人的コストを要する．
そこで本研究では，具体的な語の集合である評価対
象語集合を，それらを包含する抽象的な一単語で表現す
ることで，評価観点を機械的に付与することを目指す．

2 関連研究
文書分類を目的としたクラスタリング結果の意味解
釈を機械的に行った研究として，上位概念語を用いた
研究がある [2]．この手法では，作成した文書集合から
複数の代表語を抽出し，各代表語に対する上位概念語
をその集合のラベルとして複数付与する．上位概念語
は代表語の意味を包含する抽象的な語であるため，類
似語集合の意味を把握することができる．その結果，文
書集合の意味解釈を簡易化できたと報告している．
しかし，閲覧負担軽減を目的とした評価観点名の付
与を行うためには，評価観点に含まれる情報の把握を
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表 1: 評価を含むレビューの例
レビュー例 評価観点 評価対象語

I eat a great pizza. Food pizza

The server was friendly. Staff server

The station is close. Location station

適切に行えるように，複数の上位概念語ではなく評価
観点名を一語に同定することが望ましい．また，単に
評価対象語集合を包含する上位概念語という条件のみ
考慮し，過度に抽象的な評価観点を付与してしまった
場合，ユーザがその評価観点に含まれる内容を判断で
きない．そのため，包含関係と理解の容易さを併せ持
つ適当な上位概念を付与することは困難である．

3 提案手法
本研究では，評価対象語集合の内容を表現する適切

な評価観点を表す語を付与するために，集合内で単語
の概念関係を考慮し，より上位に位置する語の抽出を
提案する．関連研究では，上位概念語の付与を文書内
では明示されていない語を用いて行っていた．しかし，
レビューでは評価を記載する際に，具体的な評価対象
語だけではなく，抽象的な評価観点も用いられる．そ
のため，多くの評価観点はレビュー内で明示されてお
り，作成した評価対象語集合にも含まれている．
そこで，評価対象語集合からより上位概念に位置す

る語の抽出を行う．その結果，評価観点としてレビュー
で使用されることのない過度に抽象的な語を抽出する
可能性を下げ，評価対象語内でより多くの意味を包含
する一語を選択することができる．
評価対象語間の概念関係を把握するために，単語の概

念関係を双曲空間で学習し，分散表現を作成することが
できる Poincaré Embeddings [3]を使用する．Poincaré
Embeddings は，双曲空間の持つ性質を利用し，階層
関係における単語間の距離を保ったまま，単語を分散
表現化することができる．学習の結果得られる分散表
現は，空間内で中心部は抽象度が高く，周縁部に位置す
るほどより具象度が高くなるように埋め込まれる．そ
のため，学習した各単語の分散表現と空間内の中心間
距離を計測することでより上位に位置する語を抽出す
ることができる．ここで，Rd を d次元の実ベクトル空
間，∥x∥ をユークリッドノルムとすると，双曲空間内
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のデータは d 次元の単位球 Bd =
{
x ∈ Rd | ∥x∥ < 1

}
内で表現され，その空間における二点 u, v の双曲線距
離は逆双曲線関数 arcosh を用いて次式で与えられる．

d(u, v) = arcosh

(
1 + 2

∥u− v∥2

(1− ∥u∥2)(1− ∥v∥2)

)
(1)

また Poincaré Embeddings は，学習データに上位・
下位概念語の対を必要とする．そのため，本研究では
概念辞書のWordNet1 から学習データを作成する．各
評価対象語を起点とし，WordNet 上でその上位概念，
下位概念に位置するすべての語を抽出する．その際，
WordNetに登録されていない語は具体的な下位概念語
である可能性が高く，評価観点には適さないため無視す
る．そして，作成した上位・下位概念語の対を positive

samples，同データ内で単語の出現頻度に比例する確率
を基にランダム抽出した二単語を negative samples と
して学習を行う．このように学習した評価対象語間の
概念関係から，評価対象語集合内でより上位に位置す
る一語の抽出に取り組む．

4 評価実験
提案手法の有効性を確認するため，人手で付けたラ
ベルにどれだけ近いラベル付けができたかを三手法で
比較し検証する．そこで，レストランのレビューを収
集した Citysearch corpus 2 と He et al.[1] によって付
与された評価観点を用いて評価実験を行う．He et al.

が作成した評価観点の正解ラベルは，レビューから抽
出した評価対象語集合に付与した 14 種類の観点があ
り，その内「その他」を意味する二つを除いた 12 種
類の観点を使用する．
類似度の計算には，非文脈依存の分散表現作成方法
で最も精度がよいとされる fastText 3 でレビューを学
習し作成した分散表現を各評価観点に割り当て，単語
間のコサイン類似度を求める．複合語，未知語の分散
表現は N-gramの情報を活用した fastTextのサブワー
ドを用いて作成する．
比較対象として，各集合で全単語の一階層上の概念
を WordNet で抽出し， TF-IDF で重み付けして求め
た単語（WordNet），学習した評価観点ベクトルの最
近傍（ベースライン）を用いる．これらと比較するこ
とで，評価対象語内から評価観点を抽出する有効性と
上位概念語を用いる有効性を確かめる．
また，評価対象語集合を形成する際の最適な単語数
が不明であるため，20 から 100 語の間で 10 語ずつ単
語数を増加させて評価実験を行い，平均類似度が最も
高くなった単語数を最適な評価対象語数とする．

1Princeton University,“About WordNet.”, https:

//wordnet.princeton.edu/, (2021/1/8 閲覧)
2Gayatree Ganu,“Restaurant Reviews Dataset”, http://

www.cs.cmu.edu/~mehrbod/RR/, (2021/1/8 閲覧)
3Facebook,“fastText”, https://github.com/

facebookresearch/fastText, (2021/1/8 閲覧)

表 2: 評価観点と正解ラベルの平均コサイン類似度
提案手法 WordNet ベースライン

平均類似度 0.4434∗ 0.1278 0.2386

分散 0.0941 0.0063 0.0363

表 2に実験の結果得られた各評価対象集合と正解ラ
ベルの平均コサイン類似度を記す．表中の * は有意水
準 5%で対応のある t 検定を行った結果 WordNet と
の有意差があったことを示す．提案手法は二つの比較
対象よりも高い平均コサイン類似度となったが分散が
大きく評価対象語集合により性能に散らばりがあった．
各評価観点別に見た場合，コサイン類似度が低くなっ
た評価観点は，評価対象語の中に含まれる同綴異義語
が実際とは異なる概念関係として学習されたためでは
ないかと考える．これは評価観点ベクトルの学習を行
う過程でWord2Vec を用いて分散表現を作成していた
ため，同綴異義語が同じ分散表現を持つことに起因す
ると考えられる．評価対象語数を変化させて行った実
験では，評価対象語数が 50 のときに最も類似度が高
くなった．

5 おわりに
本研究では，レビューの閲覧負担軽減を目的とし，評

価観点の抽出手法に関する提案を行った．評価実験の
結果，提案手法により比較的人の感性に近い評価観点
をレビューから自動的に抽出することができた．また，
レビューにおいては明示された評価対象語から評価観
点を作成できることが示唆された．
今後は，より尤もらしい評価観点を付与するために

文脈依存の分散表現を考慮し同綴異義語を区別して学
習する手法を提案し，WordNet に含まれず学習できな
かった単語の影響を調査する必要がある．
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